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ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

に

お

け

る
負

の
関
係

の
機

能

.

渡

邊

.
太

〈要

旨
〉

本
稿

の
課
題

は
、
社

会
的
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

に
お

け
る
負

の
関
係

の
機
能

に

つ
い
て
検

討

す
る

こ
老

で
あ
る
。

社
会
的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に
は
、
信
頼
と
愛

情
の
関
係
だ
け

で
は

な
く
、
不
信

や
憎
悪
、

猜
疑
と

い

っ
た
負

の
関
係
も

含
ま
れ

て

い
る
。
ラ
ド
ク
リ

フ
ーー

ブ

ラ
ウ

ン
の
構

造
機
能

主
義

人
類
学

と
ゲ
シ

ュ
タ
ル
ト
心
理
学

・
ソ
シ
オ

メ
ト
リ

ー
の

流

れ
に
位
置
づ

け
ら
れ

る

一
般
的
な
ネ

ッ
下

ワ
ー

ク
分
析

は
、
負

の
関
係

の
問
題
を
見

過
ご
し
が
ち

で
あ

る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
負

の
関

係

の
重
要
性
を

指
摘
し
た
社
会

学
者
と
し

て
、

G

・
ジ
ン

メ
ル

や
N

レ
エ
リ
ア

ス
の
名

前
を
あ

げ

る
こ
と

が

で
き
る

。
彼
ら

は
、
負

の
関

係
が

.人

々
を

結
び

つ
け
る
働
き
を

す
る

こ
と
を

強
調
し

て

い
る
。
ジ

ン
メ
ル
や

エ
リ
ア

ス
の

理
論
的

視
座
を
継

承
し

て
、
社
会
理
論

の
定

式
化
を

且
指

す

ソ
シ
オ

ン
理
論

は
、
負

の

関
係
を
組
み
込
ん
だ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
モ
デ
ル
の
構

築
を
試

み
て
い
る
。

ソ
シ
オ

ン
理
論

の
三
項
関
係

モ
デ

ル
は
、

F

・
ハ
イ
ダ

ー
の
バ
ラ

ン
ス
理
論
を
発
展

さ
せ
た
も

の
で
あ

る
。
正

の
関
係
三
個

か
負

の
結
合

二
個

で
安
定
す

る
ト

ラ
イ
ア

ッ
ド

の
安
定

ル
ー
プ
は

、
静
態
的

な
均
衡

に
落
ち
着

く

の
で
は
な

く
、
時
間

の
な

か
で
し
だ

い
に
正
負

の
結
合

が
強
化
さ
れ

る
自
己

増
幅

メ
ガ

ニ
ズ

ム
を
備
え

て

い
る
。
ま
た

、

ソ

シ
オ
ン

の
モ
デ
ル
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ

ベ
ル

(身
体
的
行
為

)
、
サ

ブ
ジ

エ
ク
ト

・
レ
ベ
ル

バ
認
知

・
感
情
)
、
メ
タ

・
レ

ベ
ル

(思
考
)
を

区
別
す

る
。

ソ

シ
オ

ッ

.」ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
階
層
交

叉
構

造
を
も

つ
。

リ

ア
リ

テ
ィ
の
階
層
と

い
う

概
念
を
導

入
す

る
こ
と

で
、
ネ

ッ
ト

ワ
亅
ク

・
ダ
イ
ナ

ミ

ツ
ク

ス
に

つ
い

て
精
密

に
議

論
す
る

こ
と
が
可
能

に
な

る
◎

キ

ー
ワ
ー
ド

ネ

ッ
ト
ワ
L
ク
、
負

の
関
係
、
バ
ラ
ン
ス
理
論
、
三
項
関
係
、

ソ
シ
オ
ン

一ネ ットワークにおける負の関係の機能193
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丶

1

は
じ
め

に

T

.
M

.
ニ

ュ
ー

カ

ム

の

p
O
oq
9
二
く
①
話

h奠

Φ
づ
o
Φ
oq
『
o
ε

は
、

訳
書

で
は

「
消

極

的

準

拠
集

団
」

と

訳

さ

れ

て

い
る

(乞
Φ
≦
o
o
ヨ
ぴ
噂
一
り
㎝
O
"

一
㊤
α
①
)
。

こ

こ

に

は

、

大

き

な

問

題

が

含

ま

れ

て

い
る
。

⇒
Φ
伽q
9
二
く
Φ
吋
町
奠

穹

8

伽q
機
o
⊆
O

は

、

O
o
ω
三

く
Φ

「
鉱
霞

①
づ
o
Φ
oq
「
o
ξ

と

対

概

念

に

な

っ
て

い
る

。

"
o
ω
一二
く
Φ
と

⇒
①
σq
四
江
く
Φ
に
は

、

日
本

語

の
積

極

的

、

消

極

匐

と

い
う

意

味

も

あ

る

が

、

ニ

ュ

ー

カ

ム

の

づ
Φ
瞥

牙

⑦
『
Φ
け
お

β
8

0q
お

⊆
O

の
概
念

は
、

消
極

的

に
作

用

す

る
準

拠

集

団

を

指

し

て

い
る

の

で
は

な

く

、

積

極

的

に
否

定

す

べ
き

対

象

と

し

て

の

集

団
を

指

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

そ

う

す

る

と
、

昌
Φ
oq
拶
冖ぞ
Φ
「
Φ
h興

Φ
p
8

伽q
「
o
⊆
O

は

、
「む

し

ろ

「
否

定

的

準

拠

集

団

」

と

い
う

訳

語

の
ほ

う

が

ふ

さ

わ

し

い
よ
う

に

思
え

る

。

ニ

ュ
ー

カ

ム

の
定

義

は

つ
ぎ

の
と

お

り

で

あ

る

(
以

下

の
引

用
文

は
、

訳
書

の

「
積
極

的
」

「
消

極

的

」

を

「
肯

定

的

」

「
否

定

的
」

に
修

正

し
だ

心

の

で
あ

る

)
。

肯
定
的
準
拠
集
団
は
、
人
が

(外
面
的
に
せ
よ
、
象
徴
的
に
せ
よ
)
進
ん

で
そ
の
成
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
取
り
扱
わ
れ
た
い
ど
い
う
動
機
を

も

つ
集
団
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
否
定
的
準
拠
集
団
と
は
、
人
が
こ

れ
に
反
対
し
よ
う
と
す
る
動
機

を
も

つ
集
団
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の

一、

員
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
い
集
団
で
あ
る
。
(Z
①≦
oo
ヨ
9

一㊤
α0
11
一
Φ9
b
bQ
㎝)

尸

た
と
慨
ば
、.
非
行
グ
ル
ー
プ
に
出
入
り
す
る
少
年
少
女
に
と

っ
て
は
、
家
族

が
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
準
拠
集
団
に
な
る
。
家
族
は
不
信
や
反
発
、
憎
悪
の
対
象
と

な
り
、
反
動
と
し
て
非
行
グ
ル
ー
プ

へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
促
進
さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
カ
ム
が
い
い
た
か

っ
た
の
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
の
積
極
的
な
作

用
で
あ
る
。
づ
Φ
σq
曽江
く
Φ
を

「消
極
的
」
と
訳
し
て
し
ま
う
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な

　ユ

も
の
の
積
極
的
な
力
を
見
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
消
極
的
準
拠
集
団
と

い
う
訳
語
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
社
会
関
係
に
お
け
る
ネ
ガ
テ
イ
ヴ
な
も
の

の
作
用
を
過
小
評
価
す
る
見
方
が
あ
6
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
文
脈
で
負
の
関
係
の
問
題
を
検
討
す
る
。

相
互
依
存
的
な
関
係
の
網
の
目
と
し
て
社
会
を
と
ら
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ト
ク
分
析

に
お
い
て
、
敵
対
や
闘
争
、
不
信
、
猜
疑
と

い
っ
た
負
の
社
会
関
係
に
つ
い
て

理
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
現
実
の
社
会
が
信
頼
や
愛
情
だ
け

か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
以
上
、
負
の
関
係
の
機
能
を
解
明
す
る
こ

と
は
、
理
論
上
必
要
な
手
続
き
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
負
の
関
係
の
理
論
的
重

要
性
を
指
摘
し
た
G

・
ジ
ン
メ
ル
、
N

・
エ
リ
ア
ス
、
F

・
ハ
イ
ダ
ー
ら
の
議

論
を
整
理
し
、
正
負

の
紐
帯
か
ら
な
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
モ
デ
ル
の
構
築
を
試

み
る
。
ネ

ッ
ト
ウ
ー
ク
分
析
の
射
程
の
拡
大
と
精
密
化
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

2

負
の
関
係
の
結
合
作
用

不
信
や
敵
対
、
憎
悪
な
ど
、

一
般
的
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
含
み
を
も

つ
感
情
が

社
会
関
係
に
お
い
て
積
極
的
に
作
用
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
で
、

ニ
ュ
ー
カ

ム
の
否
定
的
準
拠
集
団
の
概
念
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
消
極
的
準
拠
集
団
と
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訳
す
と
、
概
念
の
意
義
が
ひ
ど
く
損

な
わ
れ
て
し
ま
う
。
社
会
学
で
は
、
し
ば

し
ば
負
の
関
係
が
消
極
的
な
も

の
に
置
き
換
え
ら
れ
て
き
た
。
L

・
A

・
コ
ー

ザ
ー
は
、
闘
争
を
シ
ス
テ
ム
不
適
応

の
問
題
に
置
き
換
え
る
こ
と
の
問
題
点
を

指
摘
し
て
い
る
。
不
適
応
問
題
と
し

て
と
ら
え
る
と
、
闘
争
の
積
極
的
な
機
能

が
見
過
ご
さ
れ
℃
し
ま
う
の
で
あ
る

(O
oω①
き
一Φ
α
①
11
一鶏
○。
讐b。b。
歯
c。
)。

負

の
関
係
を
軽
視
す
る
傾
向
.は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
に
も
み
ら
れ
る
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
と
は
、
相
互
作
用
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
を

つ
な
ぐ
関
係
の
連
鎖
を

理
論

の
ベ
ー
ス
と
す
る
分
析
方
法

で
あ
る
。
他

の
ア
プ

ロ
ー
チ
と

の
違

い
は
、

属
性
や
理
念
で
は
な
く
関
係
を
理
論

の
根
本
的
な
構
成
要
素
と
み
な
す
点
に
あ

る
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析

の
特
徴
と
し
て
、
S

・
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
と
K

・
フ
ァ

ウ
ス
ト
は
、
つ
ぎ
の
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。

①

行
為
者
お
よ
び
そ
の
行
為

は
、
独
立
し
た
自
律
的

ユ
ニ
ッ
ト
と
い
う

.よ
り
も
相
互
に
依
存
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

②

行
為
者
間
の
関
係
の
紐
帯

(結
合
)
は
、λ
物
質
的
な
い
し
非
物
質
的
)

リ
ソ
ー
ス
を
伝
達

・
移
送
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
.

③

諸
個
人
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
ネ

ッ
ふ
ワ
ー
ク

・
モ
デ
ル
は
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
造
的
環
境
を
、
個
人
の
行
為
に
機
会
を
提
供
す
る
か
、

も
し
く
は
、
制
限
を
加
え
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
。

④

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
モ
デ
ル
は
、
構
造

(社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的

そ
の
他
)
を
行
為
者
間
の
永
続
す
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て
概
念
化
す
る
。

(壽

ω
。・
①
§

碧

9
&

守

⊆
ω
若

り
O
《

癖
)
、

相
互
依
存
的
関
係
の
連
鎖
を
ベ
ー
ス
ど
し
て
、
行
為
や
構
造
を
概
念
化
す
る

の
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
特
徴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
正
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
層

負
の
関
係
も
対
象
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
不
信
や

敵
対
、
憎
悪
「
猜
疑
、
恨
み
、
妬
み
と
.い
っ
た
負
の
関
係
は
、
あ
ま
り
議
論
の

俎
上
に
載
ぜ
ら
れ
る
ご
と
が
な
い
。
た
と
え
ば
社
会
階
層
論
で
は
、
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を
利
用
可
能
な
資
源
と
し
て
と
ら
え
る
視
、角
が
あ
る
・
(Ω
鐔
⇒
o
〈
Φ
暮
①
さ

一雪
ω)
。
ま
た
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
で
は
、
多
ぐ
の
場
合
、
親
し

い
友
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
対
象
と
さ
れ
る

(森
岡
編

NO
O
O
)。
職
業
的
地
位

達
成
や
夫
婦
役
割
関
係
に
対
し
て
ネ
ッ
下
ワ
ー
ク
が
及
ぼ
す
効
果
を
検
証
す
る

こ
と
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、

基
本
的
に
信
頼
や
友
愛
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
対
象
と
な
る
。

J

・
ス
コ
ッ
ト
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
理
論
的
出
自
と
し
て
、
.ゲ
シ

ュ

タ
ル
ト
心
理
学

・
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ー
の
流
れ
と
ラ
ド
ク
リ
フ
ーー
ブ
テ
ウ
ン
の
構

造
機
能

王
義
人
類
学
と
い
う
二
つ
の
蠡

を
あ
げ
て
い
る

(Qり
8
3

b。O
O
ρ
。。)
・

灘

ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ー
は
・
実
験
室
で
の
襲

や
ケ
ー
ス

・
ス
ダ
デ
ィ
に
よ
り
集
団

駒関

構
造
と
情
報
の
流
れ
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
グ
ル
ー
プ

・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に

の負

.

関
す
る
知
見
を
蓄
積
し
て
い
る
。
ラ
ド
ク
リ
フ
、1ー
ブ
ラ
ウ
ン
の
構
造
機
能
主
義

幡

は

、
社
参

ス
テ
ム
に
お
け
る
イ
ン
フ
・
↓

ル

・
グ
ル
吉

や
対
人
閥
係
の

脚

重
要
性
を
指
摘
し
た
。
こ
の
二
つ
が
今
日
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析

の
発
想
の
源

汐

流
に
な
る
と

い
う
。

柳ツ

こ
れ
に
対
し
て
、
負
の
関
係
を
重
視
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
的
社
会
観
も
あ
る
。

广
ネ

社
会
を
相
互
依
存
的
な
関
係

の
網

の
目
と
し
て
構
想
し
た
ジ
ン
メ
ル
や
エ
リ
ア

ハ
ヱ

ら

ス
は
、
不
信
や
敵
対
な
ど
負
の
風
係
に
つ
い
て
重
要
な
洞
察
を
残
し
て
い
る
。

鵬

、



こ
こ
に
A

・
シ
ュ
ッ
ツ
を
加
え
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
も
う
ひ
と
つ
の
系

譜
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ュ
ッ
ツ
は
、
相
互
同
調
関
係
を
基
盤
と
す
る

「わ
れ
わ
れ
関
係
」
か
ら
出

発
し
て
、
直
接
的
に
は
現
前
し
て
い
な
い
が
潜
在
的
に
関
係
し
う
る
存
在
で
あ

る

「
同
時
代
人
」
と
の
関
係
、
そ
し
て
、
時
間
的
に
先
行
/
後
続
す
る

「先
行

者
」

「
後

継
者
」

と

の
関
係

の
連
鎖
と

し

て
社
会
的
.世
界
を
と
ら
え
た

(ω
oげ
⊆
什N鴇
一〇
〇心
目
一㊤
㊤
一)。
私
の
知
ら
な
い
友
人
X
に
つ
い
て
語
る
友
人
A
の

話
か
ら
、
私
は
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
な
い
不
在
の
他
者
X
の
存
在
を
想
像
す
る
。

シ
ュ
ッ
ツ
の
社
会
理
論
で
は
、
こ

の
よ
ゾつ
に
、
直
接
的
に
接
触
し
な
い
人
間
の

存
在
を
関
係
の
連
鎖
と
し
て
想
像
す
る
こ
と
が
、
社
会
的
世
界
を
構
成
す
る
営

み
に
な
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
の
議
論
は
、
後
述
す
る
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
の
階
層
交

叉
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
モ
デ
ル
を
示
唆
す
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

エ
リ
ア
ス
縁
、
他
者
と
の
関
係

に
開
か
れ
た
諸
個
人
の
相
互
行
為

の
過
程
と

し
て
社
会
を
と
叡
え

る
。
・構
造
機
能
主
義
的
社
会
理
論
は
、
社
会
的
集
合
体
に

つ
い
て
、
あ
た
か
も
岩
石
や
樹
木

や
家
屋
と
阿
じ
よ
う
な
対
象

・
客
体
が
周
題

で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

エ
リ
ア
ス
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
物
象
化
的

思
考
操
作
は
、
相
互
依
存
的
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
社
会
を
理
解
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
。
物
象
化
的
思
考
で
は
な
く
、
諸
個
人
か
ら
な
る
社
会
の
関
係
構
造
的

な
特
色
を
正
確
に
理
懈
す
る
枠
組

み
が
必
要
で
あ
ゐ
。、
エ
リ
ア
ス
は
つ
ぎ

の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

個

々
の
人
間
は
、
他
の
多
く

の
人
間
を
結
合
し
て
い
る
鎖
の

一
部
分
で
あ

る
。
他

の
人
間
の
各

々
も

(間
接
的
で
あ
れ
直
接
的
で
あ
れ
)
彼
ら
を
結

合
し
て
い
る
鎖
の

一
部
分
で
あ
る
。
こ
の
鎖
は
、
鉄
の
鎖
の
よ
う

に
は
v

見
た
り
捉
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
鎖
は
、
鉄
の
鎖
よ
り
も

弾
力
性
に
豊
み
、
変
形
し
や
す

い
。
し
か
し
、
こ
の
鎖
は
、
鉄
の
鎖
に
劣

ら
ず
現
実
的
で
、
・固
定
的
で
も
あ
る
。
人
間
が
互
い
に
も

っ
て
い
る
機
能

の
こ
の
連
関
は
.
わ
た
し
た
ち
が

「社
会
」
と
呼
ぶ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
(国
嵩
pωし
OQo
刈
陛
卜⊃
8
ρ
bo
㎝
)

社
会
は
、
、他
者
と
の
関
係
に
開
か
れ
た
諸
個
人
の
連
鎖
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。

エ
リ
、ア
ス
の
提
唱
す
る
社
会
学
的
認
識
枠
組
み
は
、
社
会
を
相
互
依
存
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
の
な
か
の
個
人
は
、
他
者

と
の
関
係
に
開
か
れ
た
感
情
的
結
合
子
を
備
え
た
存
在
で
あ
り
、
い
く

つ
か
の

結
合
子
は
他
者
に
繋
ぎ
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
自
由
に
他
者
と
の
結

合
に
開
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
相
互
依
存
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
目
と
な
る
人
間
像
の
問
題
で
あ
る
。
.工
叺
ア
ス
は
、
「魂

の
管
理
室
」

の
よ
う
な
内
面
を
も

つ
閉
℃
ら
れ
た
存
在
と
し
て
の
個
人
と

い
う

イ
メ
ー
ジ
に
反
対
す
る
。
人
間
は
感
情
的
結
合
子
に
よ
り
他
者
と

つ
な
が
り
、

相
互
依
存
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
な
が
ら
、
そ

の
関
係
の
な
か
で
た
え

ず
変
化
し
て
い
く
存
在
で
あ
る

(里

⇔
ωし
Φ
。。
刈
11
b。
O
Oρ

ω
㎝
)。
人
間
と
社
会
を

こ
の
よ
う
に
認
識
す
る
と
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
関
係
を
固
定
し
た
客
体
と
み

る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
絶
え
間
な
い
相
互
行
為
の
営
み
の
過
程
之
し
て
と
ら

え
る
視
点
が
得
ら
れ
る
。

関
係
を
動
態
的
に
と
ら
え
る
思
考
の
知
的
源
流
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
形
式
社
会

学
に
求
め
ら
れ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
よ
る
と
、厂
社
会
を
可
能
に
す
る
も

の
は
相
互
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作
用
で
あ
り
、
社
会
学
の
課
題
億
そ

の
相
互
作
用
の
形
式
の
探
求
で
あ
る
。
ジ

ン
メ
ル
は
、
国
家
や
階
級
、
家
族
、
経
済
制
度
の
よ
う
に
相
互
作
用
の
諸
力
が

観
念
的
な
統

一
体
と
な

っ
て
い
.る
よ
う
な
現
象
の
み
か
ら
社
会
が
成
り
立

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
。
・そ
れ
ら

の
隙
間
に
す
べ
り
込
む
か
た
ち
.で
、
.人
々

の
問
に
は
無
数
の
微
細
な
関
係
形
式
と
相
互
作
用
が
あ
る
。
こ
の
微
視
的

・
分

子
的
な
過
程
が
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
て
、
社
会
の
統

一
体
と
体
系
が
可
能
に
な
る
。

人
び
と
の
あ

い
だ
の
社
会
化
は
、
た
え
ず
た
が
い
に
結
び
あ

い
、
た
が
い

に
離
れ
て
は
ま
た
新
た
に
結
び

あ
い
つ
づ
け
、
永
遠

の
流
動
と
脈
拍
が
、

た
え
ず
固
有
の
組
織
に
ま
で
は
高
ま
ら
な
い
ば
あ

い
で
さ
え
諸
個
人
を
連

結
す
る
。
(ω
帥ヨ
ヨ
①
尸
一
〇〇
〇Q
闘
一りり
轟
鋤
一bの
O
)

生
成
変
化
す
る
人
々
の
あ
い
だ
の
相
互
作
用
が
、
社
会
の
形
成

の
根
幹
を
な

す
。
そ
し
て
、

エ
リ
ア
ス
と
同
様
に
ジ
ン
メ
ル
も
、
個
人
が
孤
立
し
た
存
在
で

は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
個
人
は
社
会
関
係
の
結
節
点
で
あ
り
、
す
で
に
社
・

会
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る

」(Qo
巨
ヨ
Φ厂
一
りO
。。
"
一㊤
逡
斜
G・b。
〉。
相
互
依
存

的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ヨ
ク
は
、
他
者
と
の
関
係
に
開
か
れ
た
諸
個
人
の
連
鎖
と
し
て

構
成
さ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
目
と
し
て
の
個
人
は
、
関
係
の
な
か
で

・

た
え
ず
変
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

エ
リ
ア
ス
や
ジ
ン
メ
ル
ら
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
的
社
会
観
で
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
動
態
的
な
と
ら
え
方
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
ラ
ド
ク
リ
フ
ーー
ブ
ラ
ウ

ン
の
構
造
機
能
主
義
人
類
学

の
系
譜
に
連

な
る
静
態
的
な
ネ

ッ
手
ワ
ー
ク
的
社
会
観
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

ノ

さ

ら

に
、

エ
リ

ア

ス

や

ジ

ン
メ

ル

の
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
的

社

会

観

で
も

う

ひ
と

つ
大
切
な
の
は
、
負
の
関
係
の
結
合
作
用
で
あ
る
。
相
互
依
存
関
係
は
、
必
ず

し
も
信
頼
関
係
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

エ
リ
ア
ス
は
、
敵
対
し
あ

?
て
互
い

に
殺
戮
し
あ
う
二
つ
の
部
族

の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
二
つ
の
部
族
は
、
互
い
に

相
手
の
戦
闘
能
力
、
狡
猾
さ
、
食
糧
備
蓄
な
ど
に
も
と
つ

い
て
且
分
た
ち
の
方

針
を
決
定
す
る
。
「か
く
し
て
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
各
個
人
の
全
人
格
を

賭
け
た

一
手
ご
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
モ
デ
ル
で
あ
る
」
(国
一莚
ω℃
一雪
0
11

一8
倉
。。Φ
-。。
刈)
。

一
方
の
部
族
の
行
為
の
連
鎖
は
、
他
方
の
部
族
と
関
係
づ
け
る

こ
と
で
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
。

エ
リ
ア
ス
は
、
「こ
の
場
合
、
双
方
の
行
為
の

機
能
的
な
相
互
依
存
は
、
規
制
さ
れ
た
協
働
の
場
合
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
」
、

(国
夛
ω
L
㊤刈
O
H
一Φ
O♪
。。刈
)
と
い
う
。
殺
し
合
い
の
よ
う
な
相
互
依
存
関
係
も
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
過
程
に
な
る
。

ま
た
、
社
会
化
の
形
式
と
し
て
の
闘
争
と

い
う
ジ
ン
メ
ル
の
命
題
に
も
、
闘

争
そ
の
も
の
が
社
会
的
結
合
と
し
て
作
用
す
る
と

い
う
含
み
が
あ
る
。
闘
争
は

も

っ
と
も
生
々
し

い
相
互
作
用
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
社
会
化

の
績
極
的
な
契
機

を
示
し
て
い
る

(ω
ぎ

ヨ
Φ口

りO
。。
此

8
貴

b。O
N)
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
単
に
連
帯

の
み
か
ら
な
る
社
会
よ
り
も
、
連
帯
と
闘
争

の
両
方
を
含
む
社
会

の
方
が
よ
り

強

い
生
命
力
を
も
つ
と
い
う
。

宇
宙
が
ひ
と

つ
の
形
式
を
も
つ
た
め
に
は

「愛
情
と
憎
悪
」
、
牽
引
力
と
反

発
力
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
、
社
会
も
ま
た

一.定
の
形
式
に
達
す
る
た
め

に
は
、
調
和
と
不
調
和
、
結
合
と
競
争
、
好
悪
と
悪
意
の
な
に
ほ
ど
か
の

量
的
な
割
合
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
分
裂
は
け

っ
し
て
た
ん

な
る
社
会
学
的
な
負
債
」
否
定
的
な
事
例
で
は
な
く
凸
た
め
に
決
定
的
な

ネットワークにおける負の関係の機能197



現
実
の
社
会
は
、
た
ん
に
積
極

的
な
別
の
社
会
諸
力
に
よ
っ
て
の
み
、
し

か
も
分
裂
に
妨
げ
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
成
り
立

つ
の
で
は
な

い
。
こ
の
通
俗
的
な
見
解
は
ま

っ
た
く
皮
相
的
で
あ
る
n
社
会
は
そ
れ
が

存
在
し
て
い
る
よ
う
に
.
相
互
作
用
の
二
う
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
結
果
で
あ

り
、
そ
の
か
ぎ
り
両
者
は
ま

っ
た
く
積
極
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
(ω
§
ヨ
Φ
厂

・
一8
Q。
睡
一〇〇
貯
b
Oω
山
忠
)

ジ
ン
メ
ル
は
、
負
の
関
係
の
も

つ
積
極
的
な
作
用
を
明
確
に
と
ら
え
て
い
た
。

闘
争
こ
そ
、
積
極
的
に
諸
個
人
を

結
び
つ
け
る
結
合
作
用
と
し
て
機
能
す
る
。

こ
れ
が
負
の
関
係
の
積
極
的
な
力
で
あ
る
。

3

三
項
関
係
モ
デ

ル

ハ
イ
ダ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
理
論
は
、
今
日
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
流
れ
の
な

か
で
は
、
負
の
関
係

へ
の
視
角
を
含
む
点
で
き
わ
め
て
稀
少
か

つ
貴
重
な
議
論

で
あ
る

(出
Φ乙
Φ
さ
一り
㎝
。。
11
ち
刈。。
)
。

ハ
イ
ダ
ー
は
関
係
構
造
の
形
式
的
な
感
情

論
理

(p訣
Φ
o口
く
Φ
δ
伽q
一〇
)
を
定
式
化
し
、
正
の
関
係
三
個
か
、
負
の
関
係
二
個

を
含
む
ト
ラ
イ
ア
ッ
ド
が
安
定
し
た
均
衡
状
態

(σ
巴
穹
o
Φ)
に
な
る
こ
と
を
指

摘
し
た

(図
1
)。
バ
ラ
ン
ス
状
態

で
は
変
化
に
向
か
う
圧
力
が
存
在
し
な
い
と

考
え
ら
れ
る
3
正
の
関
係
二
個
か
負

の
関
係
三
個
の
ト
ラ
.イ
ア
ッ
ド
は
不
均
衡

(一ヨ
び
四
一P
β
O
①)
で
、
均
衡
状
態

へ
と
推
移
す
る
等
終
局
性

(Φρ
g
一h三
9年
《
)
を

有
す
る
。

r

トライアッ ドのバ ラ1ンスとイ ンバランス図1

 

D

・
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
と
F

・
ハ
ラ
リ
ー
は
、
三
者
以
上
の
複
雑
な
関
係
に
お

い
て
、
「符
号
グ
ラ
フ
の
各
点
が
相
互
に
排
他
的
な
二
つ
の
部
分
集
合
に
分
け
ら

れ
る
場
合
、
つ
ま
り
同

一
部
分
集
合
内
の
二
点
は
そ
れ
ぞ
れ
正
の
線
分
で
結
ば

れ
、
部
分
集
合
を
異
に
す
る
二
点
は
そ
れ
ぞ
れ
負
の
線
分
で
結
ば
れ
る
場
合
に
、

か

つ
そ

の
場
合

に
限
り

(
そ

の
符

号

グ

ラ

フ
は

均
衡

状

態

に
あ
る

」

(O
髯
け≦
「蒔
耳

鋤&

=
奚
p憂
℃
一㊤
O①
11
一
㊤刈
ρ
。。
ΦO
)
と
い
う
構
造
定
理
を
導
い

た
。
つ
ぎ
り
、
ど
れ
だ
け
複
雑
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
で
あ

っ
て
も
、
バ
ラ
ン

ス
状
態
で
あ
れ
ば
全
体
は
二
つ
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
内
の
ノ
ー
ド

(ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
点
)
は
正
の
関
係

に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
問
の
ノ
ー
ド
は
負
の
関
係
に
よ

っ
て
結
ば

れ
る
。
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＼

ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
と
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
、
「構
造
的
バ
ラ
ン
ス
の
も

っ
と
も
重
要
な

面
は
、
均
衡
グ
ラ
フ
に
お
け
る
ノ
ー
ド
は
、
二
づ

の
サ
ブ
セ
ッ
ト
な
い
し
ク
ラ

ス
タ
ー
に
分
割
さ
れ
う
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
」
(≦
p
ωω奠
目
彗

碧
島
勾
雲
ωρ

一〇
〇心
b
ω
ω
)
と
述
べ
て
い
る
。
構
造
分
析
と
し
て
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
で
は
、

全
体
の
均
衡
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
化
と
い
っ
た
点
が
重
要
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
ジ
ン
メ
ル
や

エ
リ
ア
ス
の
理
論
的
系
譜
に
ハ
イ
ダ
ー
を

位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
理
論
の
べ
つ
の
面
に
光
を
あ
て
て
み
よ
う
。

こ
の
視
座
は
、
負

の
関
係
の
機
能
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
態
的
側
面
に
焦
点
を

合
わ
せ
る
。
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
は
重

要
だ
が
、
全
体

の
均
衡
と

い
う
部
分
を
強

調
し
す
ぎ
る
と
、
負
の
関
係
の
結
合
作
用
が
み
え
な
く
な
る
。

.
ソ
シ
オ
ン
理
論
の
三
項
関
係
モ
デ
ル

(ト
リ
オ
ン
の
モ
デ
ル
)
は
、
ジ
ン
メ

・ル
や

エ
リ
ア
ス
の
理
論
的
視
座
か
ら

ハ
イ
ダ
ー
の
バ
ラ
シ
ス
理
論
を
再
定
式
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
ソ
シ
オ
ン
理
論

は
、
木
村
洋
二

・
雨
宮
俊
彦

・
藤
澤
等

の

共
同
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
相
互
依
存
的
関
係
を
ベ
ー
ス
、に
社
会
と
個

人
を
説
明
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ーー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
構
築
を
試
み

て
い
る

(木
村

一
㊤
㊤
鱠
藤
澤

一り
Φ
S

雨
宮

NO
O
一)
。
ソ
シ
オ
ン

(ω0
9
0
⇒
回

g・o
皀
o
出
Φ
霞
o
づ
)
と
は
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
結
節
点
と
し
て
の
個
人
や
集
団
な

ど
社
会
的
行
為
主
体
を
指
す
概
念
で
あ
る
。
ソ
シ
オ
ン
と
し
て
の
ヒ
ト
は
、
想

像
的
同

一
化

・
象
徴
的
同
二
化
に
よ

っ
て
自
己
の
う
ち
に
他
者
の

一「部
を
、
他
.

者
の
う
ち
に
自
己
の

一
部
を
も
つ
複
合
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。

ソ
シ
オ
ン

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル

・

(身
体
的
行
為
)
、
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル

(認
知

・
感
情
)
、
メ
タ

・
レ
ベ
ル

(思
考
)
の
三
階
層
間
の
く
り
込
み
変
換

・
く
り
出
し
変
換
に
よ
っ
て
自
他
を
た

た
み
込
み
な
が
ら
、
階
層
交
叉
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
多
元
多
層
的

に
結
ば
れ
る
。
ふ
つ
う
人
間
の
主
観
的
現
実
と
か
主
観
的
意
味
世
界
と
呼
ば
れ

ハこ

る
も
の
は
、
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
あ
た
る
。

ソ
シ
オ
ン
は
、
他
者
の
可
能
な
行
為
に
つ
い
て
の
予
期
を
形
成
す
る
。
予
期

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
量
を
荷
重

(ωo巨

o
-≦
Φ
碍
窪
)
と
呼
ぶ
。
「不
村
の
定
義
に
よ

る
と
、
「荷
重
は
正
負
の
デ
キ
ゴ
ト
に
た
い
す
る
期
待
値
を
含
む

一
種

の
情
報
量

で
あ
り
、
強
さ
と
プ
ラ
ス
ー
マ
イ
ナ
ス
の
分
極
性
を
も

つ
」
(木
村

N
O
O
尸

b。N
)
。

信
-不
信
、.
好
き
-嫌
い
、
愛
情
-憎
悪
な
ど
正
負
の
分
極
性
を
も

つ
荷
重
の
備
給

量
が
、
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
に
た
た
み
込
ま
れ
た
表
象
の
リ
ア
リ
テ
ィ
強

度
を
規
定
す
る
と
仮
定
す
る
。
刀
ア
リ
テ
ゴ
は
、
価
値
牢
立
的
な
平
板
な
も
の

と
し
て
体
験
さ
れ
る
の
で
は
な
く
↓
強
烈
な
快
や
強
烈
な
不
快
の
よ
う
に
強
い

体
験
か
ら
、
相
対
的
に
ど
う
で
も
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
弱
い
体
験
ま
で
、

強
度
の
幅
を
も

つ
。
荷
重
備
給
に
よ
る
予
期
の
形
成
に
よ

つ
で
、
サ
ブ
ジ

ェ
ク

　ユ

ト

・
レ

ベ
「ル
の
リ

ア
リ

テ

ィ
が
重

み
づ

け

ら
れ

る
。

人

間

の
意

識

は
、

基

本

的

に
サ

ブ

ジ

ェ
ク

ト

・
レ

ベ

ル
を

生
き

て

い
る
。

サ

ブ

ジ

ェ
ク

ト

・
レ

ベ
ル

に
く

り

込

ま

れ

た

他

者

の
像

に

備

給

さ

れ

る

荷

重

の
量

が

、

ソ
シ

オ

ン

・
ネ

ツ
下

ワ
ー

ク

の
結

合

強

度

に

な

る

。
荷

重

概

念

の
ポ

イ

ン

ト

は

、

リ

ア

リ

テ

ィ

の
体

験

強

度

と
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

の
連

結

強
度

を

理

論

的

に

接
合

す

る
と

こ

ろ

に
あ

る

。

こ

れ

に

よ

っ
て

、

憎
悪

や

不
信

と

い

っ
た
負

の
関

・
係
も

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
結

合
作

用

と

し

℃
と

ら
え

る

こ
と

が

で
き

る
。

リ

ア

リ

テ

ィ
強

度

11

結
合

強

度

と

し

℃

の
正

負

の
荷

重

と

い
う

概

念

の

ル

ー

ツ
は

、

フ

ロ

イ

ト

の

い
う

生

の

欲

動

(
冖
、Φ
び
Φ
P
の
叶
民
一
Φ
げ
)

と

死

の

欲

動

(↓
O
位
Φ
ω
け
「
一Φ
び
)

に
あ

る

バ
勾
お
⊆
9

一
㊤
卜。
ω
11

一
㊤
刈
O
)
。

生

の
欲
動

を

代

表

ザ

る
愛

ネットワークにおける負の関係の機能199



情
ど
死
の
欲
動
を
代
表
す
る
憎
悪
は
、

い
ず
れ
も
無
関
心
と
対
立
す
る
レ
欲
動

の
備
給
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
愛
情
と
憎
悪
は
、
と
も
に
主
体
を
対
象
に
結
び
つ

　
　

り

け
る
力
と
し
て
働
く
の
で
あ
る
。

荷
重
の
布
置
は
、
他
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
変
動
す
る
。

外
部
か
ら
入
力
さ
れ
た
荷
重
情
報
は
、
表
象
リ
ア
リ
テ
ィ
の
荷
重
変
換
装
置
を

経
由
し
て

一
定
の
自
由
度
の
も
と

で
、
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
の
荷
重
備
給

　ゑ

を
決
定
す
る
。
二
項
関
係
の
荷
重

変
換
装
置
を
ダ
イ
オ
ン

(身
o
コ
)
、
三
項
関

係
の
荷
重
変
換
装
置
を
ト
リ
オ
ン
λ
け鼠
o
づ
)
と
呼
ぶ
。
ダ
イ
オ
ン
の
荷
重
変
換

論
理
は
、
差
異
化
と
平
等
化
の
運
動
を
幾
何
学
的
に
と
ら
え
る

「欲
望
の
キ
ュ

ー
ブ

・
モ
デ
ル
」
に
よ

っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る

.(木
村

卜。
OO
O)
。
ト
リ
オ
ン
の
荷

重
変
換
論
理
は
、
バ
ラ
ン
ス
理
論

の
感
情
論
理
に
も
と
つ
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
動

作
と
し
て
記
述
で
き
る

(木
村

NO
9
)
。

ソ
シ
オ
ン
の
三
項
関
係
モ
デ
ル
は
、
図
2
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。
中

央
の
三
つ
の
円
が
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
レ
ベ
「ル
の
ト
ラ
イ
ア
ッ
ド

(オ
ブ
ソ
シ
オ

ン
)
を
あ
ら
わ
し
、
吹
き
だ
し
内
部

の

小
さ
な
一.二
つ

の
円
が
各
々
の
サ
ブ
ジ

ェ

ク
ト

・
レ
ベ
ル
に
く
り
込
ま
れ
た
ト
ラ

イ
ア
ッ
ド

(サ
ブ
ソ
シ
オ
ン
)
を
あ

ら

　ヱ

わ
す

ゆ

サ

ブ

ジ

ェ
ク

ト

・
レ

ベ

ル

に
く

で
あ

る
q

木

村

は

、

つ
ぎ

の

よ
う

に
説

明
す

る
。

ト
リ
オ
ン
と
は
、
三
項
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
、
表
象
と
荷
重

の
三
項
関
係
に
た
た
み
込
ん
だ
関
係
の
記
憶
装
置
で
あ
り
、
こ
の
記
憶
を

予
期
と
し
て
他
者
と
の
接
合
面
に
投
射
す
る

一
種

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
で

あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
そ
れ
は
、
関
係
の
か
か
で
他
者
の
出
方
を
予
期
し
、

接
合
に
も
先
駆
け
て
自
己
の
対
応
を
起
動
す
る
た
め
の
認
知

・
感
情
的
な

回
路
構
成
体
で
あ
り
、
無
意
識
の
レ
ベ
ル
も
含
ん
で
他
者
を
把
捉
し
他
者

に
対
応
す
る
た
め
の
基
幹
ソ
フ
ト
で
あ
6
。
(木
村

b。OO
一b
刈
面
。。)

ハ
子
ダ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
理
論
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
負

の
関
係
に
着

目
し
た
点
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・

レ
ベ
ル
と
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
の
区
別
が
や
や
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
オ
ブ

ジ

ェ
ク
ト

.
レ
バ
ル
の
三
項
関
係
に
つ
い
て
、
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
関
係

モ
デ
ル
を
思
い
描
い
て
い
る
状
況
は
現
実
に
よ
く
あ
る
。

A

.
ハ
ス
ト
ー
ブ
と
H

・
キ
ャ
ン
ト
リ
ル
の
古
典
的
研
究
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ

の
解
釈
依
存
的
性
格
を
明
快
に
示
し
て
い
惹
。
彼
ら
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

と
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の
試
合
で
、

一
方
の
応
援
団
は
ク
リ
ー
ン
で
公
平
な
試
合

と
評
価
し
、
他
方
の
応
援
団
は
ダ
ー
テ
ィ
ー
な
荒
れ
た
試
合
だ
と
憤

っ
て
い
た

ケ
ー
ス
を
分
析
し
た

(匡
匿
8
隊
碧
臼
O
餌
彗
「F

一Φ
綬
)
。
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ

ベ
ル
で
は
伺
じ
ひ
と

つ
の
.試
合
で
あ

っ
て
も
、
観
衆
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ

ル
で
は
違

っ
た
ふ
う
に
生
き
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
動
作
を

精
密
に
議
論
す
る
際
に
は
＼
リ
ア
リ
テ
ィ
の
階
層
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

ト
リ
オ
ン
は
、、
正
の
関
係
三
個
か
負
の
関
係
二
個
の
と
き
安
定
す
る
。
正
の

200



関
係
二
個
か
負

の
関
係
三
個
の
不
安

定
パ
タ
ー
ン
は
、
安
定
パ
汐
ー
ン
に
移
行

す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
点
は
ハ
イ
ダ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
理
論
と
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
安
定
状
態
の
と
ら
え
方
が
異
な
る
。
ソ
シ
オ
ン
理
論
で
い
う
安
定
は
、

等
終
局
性
と
し
て
.の
均
衡

で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
荷
重
の

ル
ー
プ
生
成
に
よ
っ
て
関
係
が
相
互
増
幅
的
に
強
化
し
て
い
く
動
態
的
な
過
程

を
意
味
す
る
。
安
定
ト
リ
オ
ン
で
は
正
負

の
結
合
力
を
強
化
す
る
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ

・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
作
動
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
発
想
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
闘
争
論
に
も
と
つ
く
。
ジ
ン
メ
ル
の
闘
争
論
は
、

三
項
関
係
論
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
三
項
関
係
に
お
い
て
、
二
項
が
連

帯
し
て

一
項
を
排
除
す
る
と
き
、
負

の
関
係
二
個
を
含
む
安
定
状
態
に
な
る
。

し
た
が

っ
て
、
闘
争
が
社
会
化
の
形
式
と
し
て
機
能
す
る
も

っ
と
も
単
純
な
パ
.

タ
ー
ン
は
、
負

の
関
係
二
個
を
含
む

三
項
関
係
で
あ
る

(ω
巨

ヨ
Φ
r
一
㊤
O
。。
11

一
りO
台
b

刈
㊤
)。

一
方

へ
の
連
帯
と
他
方

へ
の
闘
争
は
、
相
互
に
強
化
し
あ
う
。

こ
の
よ
う
な
連
帯
と
闘
争
の
複
合
が
社
会
の
条
件
と
な
る
。
社
会
的
な
も
の
の

契
機
に
つ
い
て
、
E

・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
印
象
深
.い
表
現
で
こ
ん
な
ふ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「社
会
は
愛
を
は
み
出
し
て
い
る
。
愛
の
対
話
の
か
た
わ
ら
に
は
、
傷

つ
け
ら
れ
た
第
三
者
の
姿
が
あ
る
」

(じ
Φ鼠
蠧
ρ

一り
り
一
11
一8
ρ

ω
b。
)。
愛
の
関

係
は
、
か
た
わ
ら
の
負

の
関
係
と
絡
み
あ
う
こ
と
で
、
社
会
の
生
成
の
契
機
と

な
る
。
こ
の
意
味
で
、
三
項
関
係
は
社
会
の
原
基
的
モ
.デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。

闘
争
と
連
帯
に
よ

っ
て
安
定
し
売
三
項
関
係
で
は
、

一
方

へ
の
連
帯
が
他
方

へ
の
闘
争
を
強
化
す
る
か
た
ち
で
全
体
が
動
態
的
に
安
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
安
定
ル
ー
プ
は
、
静
態
的
な
均
衡
状
態
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
時
間
の
な
か

で
強
化
さ
れ
結
合
子
が
ロ
ッ
ク
す
る
。

正
の
関
係
三
個
か
負
の
関
係
二
個
の
安
定
ト
リ
オ
ン
は
、「
三
項
関
係
の
ど
の

辺
が
正
負
の
関
係
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
P
P
P
、
N
N
P
、
P
N
N
、
N
P
N

の
四
種
類
北
分
け
ら
れ
る

(P
は
勺
o
ω三
く
似
で
正
の
関
係
、
N
は
乞
Φひq
四
二
く
Φ
で

頻
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
)。
三
項
関
係
の
一
項
の
視
野
に
立

つ
と
、
荷
重
動
作
の

入
力

(受
動
)
と
出
力

(能
動
)
に
応
じ
て
四
種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
区
別
で
き

る

(能
動
-能
動
、
能
動
-受
動
、
受
動
-能
動
、
受
動
-受
動
)
。
こ
れ
に
、
循
環

型

・
反
射
型

・
誘
導
型
と

い
う
三
つ
の
動
作
類
型

(対
辺
の
荷
重
入
力
・の
.向
き

を
区
別
す
る
と
六
通
り
に
な
る
)
の
区
別
を
か
け
あ
わ
せ
る
と
、
合
計
九
六
バ

タ
ー
ン
の
ト
リ
オ
ン
動
作
が
分
類
で
き
る

(木
村

⑩
O
臼
)
。
ト
リ
オ
ン
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
潜
在
的
に
可
能
な
九
六
種
類
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
特
定
の
ト

リ
オ
ン
動
作
が
選
択
的
に
起
動
さ
れ
る
過
程
と
し
て
記
述
で
き
る
。

す
べ
て
の
関
係
パ
タ
ー
ン
は
可
能
態
と
し
て
潜
在
す
る
が
、
実
現
さ
れ
た
相

互
行
為
で
は
特
定
の
関
係
セ
ッ
ト
の
動
作
パ
タ
ー
ン
が
選
択
的
に
起
動
さ
れ
る
。

荷
重
の
正
負
、
入
力
の
順
序
、
能
動
受
動
の
選
択
を
と
お
し
て
、
潜
在
的
な
下

リ
オ
ン
動
作
を
維
持
し

つ
つ
、
荷
重
動
作
を
く
り
出
す
こ
と
が
可
甜
に
な
る
。

・こ
の
点
で
、
ソ
シ
ォ
ン
理
論

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
モ
デ
ル
は
、
観
察
さ
れ
る
パ

タ
ー
ン
の
総
和
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
を
記
述
す
る
モ
デ
ル
や
、
可
能
な

パ
タ
ー
ン
の
総
和
と
し
て
関
係
変
化
の
方
向
性
を
導
出
す
る
モ
デ
ル
と
は
異
な

　き
　
る
。
起
動
さ
れ
る
ト
リ
オ
ン
動
作
に
よ
っ
て
、
異
な
る
物
語
が
生
き
ら
れ
る
。
.

可
能
態
か
ら
現
実
態
が
選
択
的
に
起
動
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
が
、
、ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

・
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
ス
の
核
心
で
あ
る
。

ネットワークにおける負の関係の機能201
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ロ
ミ
オ
と
ジ

ュ
リ

エ

ッ
ト

安
田
雪
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析

の
基
本
的
な
考
え
方
を
紹
介
す
る
テ
キ
ス
ト

.
の
冒
頭
で
、
こ
ん
な
小
話
を
あ
げ
て

い
る
。

丶

た
と
え
ば
こ
こ
蕉

一
組
の
若

い
恋
人
た
ち
が
い
ま
す
。
名
前
は
ロ
ミ
オ
と

ジ

ュ
リ

エ
ッ
ト
で
も
、
ミ
ッ
キ
ー
と
ミ
ニ
ー
で
も
、
お
軽
と
勘
平
で
も
何

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
こ
の
恋

人
た
ち
は
互
い
に
愛
し
合

っ
て
い
る
の
で

す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
ま
た
実
際
よ
ぐ
あ
り
が
ち
な
こ
と
に
、
双
方
の

恋
人
の
両
親
を
は
じ
め
家
族

・
友
人
が
す
べ
て
こ
の
恋
愛
に
反
対
し
て
い

ま
す
。
理
由
は
、
反
目
し
あ
う
家
柄
だ
か
ら
で
も
、
恋
愛
は
営
業
に
支
障

を
き
た
す
か
ら
で
も
、
身
分
違

い
だ
か
ら
で
も
何
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

こ
の
二
人
は

「別
れ
ろ
、
止
め

ろ
、
捨
て
ろ
」
と
周
囲
か
ら
、
連
日
連
夜

大
反
対
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
わ
り
か
ら
の
干
渉
を
受
け
た
こ
の
二
人
の

恋
は
…
…
。
(安
田

お
⑩
刈』
-豊

さ
て
、
二
人
の
恋
は
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
か
。
安
田
は
二
種
類
の
回
答
パ

タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

(A
V
周

囲
の
反
対
に
あ

っ
て
、
ま
す
ま
す
燃
え
上
が

る

(
ロ
ミ
オ
と
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
!
)
、
(B
)
周
囲
の
反
対
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

う
ち
に
互
い
に
醒
め
て
し
ま
う
。
安

田
は
、
「
(A
)
を
選
ん
だ
あ
な
た
は
、
ロ

マ
ン
主
義

の
詩
人
や
小
説
家
タ
イ
プ
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
と
は
お
よ
そ
正
反

対
の
基
準
、
い
わ
ば
感
性
で
物
事
を
粗
断
す
る
方
で
す
。
(B
)
を
選
ば
れ
た
あ

、

な
た
、
あ
な
た
の
非
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
現
実
的
な
ク
ー
ル
な
判
断
こ
そ
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
的
な
思
考
の
基
礎
で
す
」
(安
田

一㊤
㊤N
一一一)
と
い
う
。

だ
が
、
ほ
ん
と
う
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
反
対
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
恋
が
燃

え
あ
が
る
と

い
・γ

(蓋
V
の
回
答
が
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
と
は
正
反
対
の
考

え
方
で
あ
る
と
思
う
の
は
、
信
頼
と
友
愛

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
を
想
定
し
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

負

の
関
係
の
結
合
作
用
に
注
目
す
る
と
、
周
囲
か
ら
反
対
さ
れ
る
か
ら
こ
そ

.

恋
の
炎
が
め
ら
め
ら
と
燃
え
あ
が
る
と
い
う
こ
と
が
現
実
的
に
も
理
論
的
に
も

あ
り
う
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
図
3
は
、
周
囲
が
反
対
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
二

入
の
.正
の
関
係
が
強
化
さ
れ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
動
作
を
あ
ら
わ
す
。
図
3
の
吹

き
だ
し
は
、
ロ
ミ
オ
と
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル

の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
ゆ
ロ
ミ
オ
の
吹
き
だ
し
で
は
、
ロ
ミ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
正
の
関
係

(0
11
P
)
で
相
互
連
結
し
て
い
る
。
反
対
者
は

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に

一
方
的
に
負

の
荷
重

(●
11
N
)
を
振
り
込
ん
で
い
る
。
二

つ
の
関
係
が
固
定
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
反
対
者
に
ロ
ミ
オ
は
負

の
荷
重

(●
H

N
)
を
坂
り
込
む
。
負
の
関
係
二
個
を
含
む
安
定
ト
リ
オ
ン
で
は
、
反
対
者
が

恋
人
の
こ
と
を
悪
く
い
え
ば
い
う
ほ
ど
、
二
人

の
正

の
関
係
は
強
化
さ
れ
て
い

く
。
反
対
者

へ
の
不
信
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
へ
の
愛
情
が
、

ロ
ミ
オ
の
サ
ブ
ジ

ェ

ク
ト

・
レ
ベ
ル
で
増
幅
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
吹
き
だ
し
も
、
同
じ
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
、

二
人
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が

一
致
す
る
か
ぎ
り
、

周
囲
の
反
対
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
恋

の
炎
は
燃
え
あ
が
る
。
恋
人
た
ち
に

と

っ
て
は
、
負
の
関
係
に
あ
る
周
囲
か
ら
の
反
対
は
、
二
人
の
結
合
を
高
め
る

202
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ロ ミオとジュ リエッ ト図3

よ
う

に
作

用
す

る

。

ソ
シ

オ

ン
理

論

で
は

、

こ

の
よ

う

な

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
動

作

ハ　

げ
セ

 

を
、
「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
反
対
効
果
」
と
呼
ん
で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
恋
が

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
二
人

の
恋

の
物
語
が
哀
し
い
結
末
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
る
。
,、」
れ
を
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
効
果
と
し
て
説
明
す
る
と
き
、
単
に
周
囲
か
ら
の
反
対
の
影
響
に

よ

っ
て
恋
の
炎
が
鎮
火
す
る
と
考
え

る
の
は
、
い
さ
さ
か
大
雑
把
す
ぎ
る
。
オ

ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
と
サ
ブ
ジ
ェ
グ
ト

・
レ
ベ
ル
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
も
う
す
こ
し
精
密
に
議
論
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
よ
く
あ
り
そ
う
な
の
は
、
二
人
の
吹
き
だ
し
内
部
に
構
成
さ
れ
る
ト
リ

オ
ン
が
微
妙
に
ず
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
家
族
に
反

対
さ
れ
て
弱
気
に
な

っ
た
ロ
ミ
オ
の
様
子
を
み
て
、
私

へ
の
愛
が
足
り
な

い
の

で
は
な
い
か
と
疑
う
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
最
初
の
微
か
な
不
信
は
、

ロ
ミ
オ

の
行
動
を
み
て
い
る
う
ち
に
し
だ

い
に
増
幅
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
不
信
は

負
の
予
期
を
形
成
し
、
現
実
の
解
釈
と
し
て
強
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ミ
オ

へ
の
疑
い
が
増
大
す
る
と
、
「あ
ん
な
奴
と
は
別
れ
る
べ
き
だ
!
」
と

、

い
う
家
族
や
友
人
の
言
葉
が
だ
ん
だ
ん
正
し
い
意
見
に
聞
こ
え

て
く
る
。
こ
の

状
態
は
、
三
項
関
係
と
し
て
み
る
と
、
ロ
ミ
オ
に
対
じ
て
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
家

族
が
負
を
振
り
込
む
、
・負
の
関
係
二
個
の
安
定
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ジ

ュ
リ
エ
ッ

・ト
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
で
こ
の
安
定
ト
リ
オ
ン
が
成
立
す
惹
と
、
家

族

・
友
入

へ
の
信
頼
と
ロ
Fミ
オ

へ
の
不
信
が
柑
互
増
幅
舶
に
強
化
さ
れ
て
、
恋

は
醒
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
「

ジ
ュ
リ
エ
ッ
千
の
荷
重
動
作
に
連
動
し
て
、

ロ
ミ
オ
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ

ベ
ル
の
ト
ラ
イ
ア
ッ
ド
も
揺
ら
ぎ
は
じ
め
る
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
か
ら
の
不
信

の

ま
な
ざ
し
に
さ
ら
さ
れ
た
ロ
ミ
オ
は
、
自
分
を
信
じ
て
く
れ
な
い
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
に
失
望
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
人
の
仲
が
気
ま
ず
く
な

っ
て
く
る
の
と
並

行
し
て
、、
そ
れ
ま
で
は
聞
き
流
し
て
い
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
誹
謗
中
傷
す
る
家

族
や
友
人
た
ち
の
言
葉
が
、
や
け
に
信
憑
性
を
も

っ
て
聞
こ
え
、て
く
る
。
こ
う

し
て
、
ロ
ミ
オ
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
で
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
排
除
し
て

ロ
ペ・、オ
と
反
対
者
が
連
帯
す
る
安
定
ル
ー
プ
が
成
立
す
る
。

最
初
の
小
さ
な
不
信
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
二
人
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ

一ネットワークにおける負の関係の機能
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ベ
ル
に
裂
け
目
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
わ
の
サ
ブ
ジ
ェ
グ
ト

・
レ
ベ
ル
で
独
自
の

ト
リ
オ
ン
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
恋
が
終
わ

っ
て
し
ま
う
こ
ど

も
あ
る
だ
ろ
う
。
思

い
の
す
れ
違

い
、
恋
人
と
の
気
も
ち
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
っ
た

-
表
現
で
私
た
ち
が
日
常
的
に
感
じ
る
状
況
は
、
吹
き
だ
し
内
部
に
構
成
さ
れ
る

ト
リ
オ
ン
の
パ
タ
ー
ン
の
ズ
レ
と

し
て
理
解

で
き
る
。
互

い
に
サ
ブ
ジ

ェ
ク

ト

・
レ
ベ
ル
の
ズ
レ
に
気
づ
か
な

い
ま
ま

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
つ
れ
て

展
開
す
る
と
き
、
関
係
は
運
命
的
破
綻
に
向
か

っ
て
進
ん
で
い
く
。

.不
信
に
つ
い
て
の
N

・
ル
ー

マ
ン
「の
議
論
は
、
こ
の
猜
疑
と
誤
解

の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
理
解
す
る
上
で
示
唆
に
富
む

倉
昌

ヨ
9・づ
P

一雪
ω
畦
一り
㊤
O)
。
不
信
は
、

し
ば
し
ば
行
動
の
な
か
で
表
出
さ
れ

る
。
不
信
を
向
け
ら
れ
た
者
は
、
不
信
の

原
因
を
自
分
の
行
動
で
は
な
く
不
信
を
抱

い
た
相
手
に
帰
属
さ
せ
る
。
結
果
と

」
し
て
、
不
信
の
相
互
闖
係
が
成
立
す

る
。
ル
ー
マ
ン
は
、.
不
信
が

「予
言
の
自

己
成
就
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
核
心
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

不
信
は
、

マ
ー
ト
ン
が
古
典

的
な
論
文

の
な
か
で

「予
言
の
自
己
成
就
」

と
い
う
名
称
を
与
え
た
あ
の
過
程
の
好
例
で
あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
恐
ら

く
あ

の
過
程
の
核
心
を
な
し

て
い
る
。
こ
の
過
程
の
基
礎
を
な
し
て
い
る

の
は
、

い
わ
ば
逆
の
フ
ィ
.i
ド

バ
ッ
ク
原
理
で
あ
る
。
誤

つ
て
調
整
し
た
、

あ
る
い
は
危
う

い
や
り
方
で
調
整
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
自
己
と
環
境
と
の

均
衡
を
は
か
る
が
、
そ
の
際
、
自
己
を
結
果
に
基
づ
い
て
修
正
す
る
の
で

は
な

い
。
そ
う

で
は
な
く
て
結
果
に
お
い
て
自
己
が
確
証
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
見
い
だ
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
新
し
い
原
因
め
結
果
を

つ
く
り
だ
す

の
で
あ
る
。
(冖
、⊆
『
ヨ
鋤コ
昌
鴇
一
㊤
刈
ω
"
一り
㊤O
矯
一9Q
QQ
)

ロ
ミ
オ
と
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
の
ケ
ー
ス
で
い
う
と
、
「
二
人
は
別
れ
る
」
と
か

「あ
の
人
は
君
の
こ
と
な
ん
て
愛
し
て
い
な
い
よ
」
と

い
う
誰
か
の
予
言
が
、
リ

ア
リ
テ
ィ
の
階
層
間
の
く
り
込
み

・
く
り
出
し
変
換
を
と
も
な
う
三
項
関
係
の

運
動
の
な
か
で
実
現
さ
れ
て
い
く
と
き
、
愛
情
は
不
信
に
転
化
す
る
。
最
初
の

き

っ
か
け
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
き
わ
め
て
困
難

で
あ
る
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
生
き

」

る
。
真
相
は
藪
の
な
か
で
あ
る
。
木
村
は
、
「他
者
と
の
関
係
が
相
互
に
回
り
だ

し
て
、
は
じ
め
は
思
い
つ
き

の
よ
う
な
も
の
に
過
ぎ
な
か

っ
た
初
期
状
態

の

『妄
想
』
が
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ベ
ル
で
実
体
化
し
、
そ
の
運
動
を
社
会
的
に
自
己

実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
(木
村

b。O
O
尸

㎝◎。)
と
述
べ
て
い
る
。
予
言
は
、

三
項
関
係
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
な
か
で
社
会
的
に
実
現
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
、

.
R

・
K

・
マ
ー
ト
ン
の
あ
げ
る
自
己
成
就
的
予
言
の
例
も
、
三
項
関
係
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
記
述
で
き
る

(ζ
奠
8
P

白
Φお

目

一⑩
O
γ
ωQ。
⑲
-ω
。。
O)
。.
人
種
差
別
の
ケ
ー
ス
と
し
て
宀
マ
ー
ト
ン
は
こ
ん
な
例
を
あ

げ
て
い
る
。
黒
人
労
働
者
は
ス
ト
破
り
を
す
る
、
と
信
じ
る
白
人
労
働
者
た
ち

は
、
黒
人
労
働
者
を
組
合
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
黒
人
労
働
者

の
.

ス
ト
破
り
を
促
進
し
て
し
ま
う
。
白
人
労
働
者
に
と

っ
て
は
、
低
賃
金
で
も
仕

事
に
あ
り

つ
こ
う
と
す
る
黒
人
労
働
者
は
経
営
者
側
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
白
人
労
働
者
の
ト
リ
オ
ン
で
は
、
経
営
者
と
黒
人
労
働
者
が
手
、

を
結
び
、
労
働
組
合
に
敵
対
す
る
と

い
う
三
項
関
係
の
安
定
ル
ー
プ
が
成
立
し

て
い
る
。
こ
の
ト
リ
牙
ン
に
も
と
つ

い
て
、
黒
人
労
働
者
を
組
合
か
ら
排
除
す

る
の
で
あ
る
。
黒
人
労
働
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
経
営
者
と
は
じ
め
か
ら
手

204



を
結
ん
で
い
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
黒
人
労
働
者

の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・

レ
ベ
ル
で
、
白
人
労
働
者
と
経
営
者

の
敵
対
関
係
を
初
期
条
件
と
し
て
、
白
人

労
働
者
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
、
可
能
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
動
作
と
し
て
経
営
者
と

の
連
帯
が
生
ま
れ
る
。
こ
う
し
て
、
負

の
関
係
二
個
の
安
定
ル
ー
プ
が
成
立
し
、

.予
言
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

銀
行
倒
産
の
ケ
ー
ス
で
は
、
銀
行

に
支
払

い
不
能
の
噂
が
立

つ
と
、
人
々
は

預
金
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
。
人
々
が
預
金
を
引
き
出
す

の
を
知

っ
た
他
の
人

た
ち
も
、
預
金
を
引
き
出
そ
う
と
す

る
℃
こ
こ
で
は
、
銀
行
に
対
す
る
不
信
を

共
有
す
る
こ
と
で
連
帯
す
る
私
と
他

の
預
金
者
と
い
う
三
項
関
係
が
成
立
し
て

い
る
。
負
の
関
係
2
個
で
安
定
し
た
こ
の
ト
リ
オ
ン

・
ル
ー
プ
で
は
、・
銀
行
が

た
と
え
安
全
宣
言
し
た
と
し
て
も
、
銀
行
に
対
す
る
人
々
の
不
信
は
拭
え
な
い

だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
か
え

っ
て
不
信

感
を
つ
の
ら
せ
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
う

し
て
、
支
払
不
能
と
い
う
予
言
が
実
現
さ
れ
て
し
ま
う
。

銀
行
倒
産

の
ケ
ー
ス
で
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
動
作
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
、

S

・
ジ
ジ

ェ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
誰
ひ
と
り
支
払

い
不
能
と
い

'

う
予
言
を
信
じ
て
い
な
く
て
も
、
予
言
は
実
現
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
で
あ
る

(N
一騨ω貯
覧
一㊤QoΦ
H
NO
O
O
胃
bQQc
一ーbQ
Qobo
)
。
す
べ
て
の
預
金
者
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ

ベ
ル
に
お

い
て
、
他

の
預
金
者
た
ち

が
銀
行

の
支
払

い
能
力
に
不
信
を
抱
い
て

い
る
と

い
う
予
期
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
自
分
自
身
は
噂
が
根
拠
の
な

い
デ
マ
だ
と
知

っ
て
い
て
も
、
や
は
り
預
金
を
引
き
出
し
に
い
く
だ
ろ
う
。
噂

を
信
じ
て
い
る
他
の
預
金
者
た
ち
が

い
っ
せ
い
に
預
金
を
引
き
出
す
と
、
結
果

的
に
銀
行
は
支
払

い
不
能
に
陥

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は
誰
ひ
と

り
噂
を
信
じ
て
い
な

い
と
し
て
も
、
各
々
の
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
に
他
者

、

性
の
予
期
と
し
て

「信
じ
て
い
る
は
ず
の
主
体
」
が
構
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ

の
予
期
に
あ
と
つ
い
て
く
り
出
さ
れ
る
行
為
に
よ

っ
て
、
や
は
り
予
言
は
実
現

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
カ
ム
の
否
定
的
準
拠
集
団
の
概
念
も
、
集
団
を
関
係
に
置
き
換
え

て

考
え
る
と
ネ
ッ
ト
ブ
ー
ク
動
作
と
し
て
記
述
で
き
る
。
否
定
的
準
拠
集
団
の
概

念
は
、
シ
ン
プ
ル
な
か
た
ち
で
定
式
化
す
る
と
負
の
関
係
二
個
を
含
む
三
項
関

係
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
記
述
で
き
る

(図
4
)。

図4否 定的拳 拠集 団 『
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図

4
は
、
非
行
グ
ル
ー
プ
と
子
ど
も
と
家
族
の
三
項
関
係
を
あ
ら
わ
す
。
吹

き
だ
し
は
、
子
ど
も
と
家
族
の
サ
ブ

ジ
ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
に
構
成
さ
れ
る
ト
リ

オ
ン
を
示
し
て
い
る
。
子
ど
も

の
ト

リ
オ
ン
は
、
非
行
グ
ル
ー
プ
を
肯
定
的
準

拠
集
団
と
し
、、
家
族
を
否
定
的
準
拠
集
団
と
す
る
三
項
関
係
で
あ
る
。
家
族
の

ト
リ
オ
ユ
は
、
愛
す
る
子
ど
も
が
非
行
グ
ル
ー
プ
に
入
る
こ
と
に
戸
惑

っ
て
正

の
関
係
二
個
の
不
安
定
状
態
で
あ
る
。
こ
の
条
件
で
、
子
ど
も
と
家
族
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ト
リ
オ
ン
配
列
に
し
た
が
つ
て
相
互
行
為
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
過
.

程
が
進
展
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
家
族
が
非
行
グ
ル
ー
プ
に
子
ど

.

も
を
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
よ
ケ
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
子
ど
も
の
家
族

へ
の

.

(
-o

)

反
発
と
非
行
グ
ル
ー
プ

へ
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
は
強
化
さ
れ
て
い
ぐ
。

ニ
ュ
!

カ
ム
が

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
部
分
は
、
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
動
作
と
し
て
読

み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

異
な
る
。
子
ど
も
に
と

っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
を
も
つ
非
行
グ
ル
ー
プ
が
、

062

家
族
に
と

っ
て
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
評
価
の
対
象
と
な
る
。
集
団
と
い
う
言
葉
を

使
う
と
み
え
に
く
く
な
る
が
、
肯
定
的
準
拠
集
団
と
否
定
的
準
拠
集
団
は
、
ば

ら
ば
ら
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
互
い
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
関
係

の
網
の
目
の
な
か
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
家
族
が
子
ど
も
を
非
行
グ
ル
ー
プ
か
ら

抜
け
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か
え

っ
て
子
ど
も
が
家
族
か
ら
離
れ
て

い
く
可
能
性

(ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
反
対
効
果
Y
が
生
ま
れ
る
。
青
少
年
に
と

っ
て
、

両
親
と
年
齢
集
団
の
仲
間
は
負
の
関
係
《
よ

っ
て
結
合
し
て
い
る
。
こ
れ
を
初

期
条
件
ど
す
る
と
、
安
定
パ
タ
ー
ン
に
向
か
う
三
項
関
係
の
推
移
傾
向
に
よ
り
、

一
方
と
正
の
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
、
他
方
と
の
負

の
関
係
形
成
を
帰
結
す
る
。

行
為
者
と
肯
定
的
準
拠
集
団
、
否
定
的
準
拠
集
団
は
、
三
項
関
係
の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
動
作
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
強
烈
な
態
度

の
多
く
は
《
こ
の
よ
う
に
し
て
、
二
重
に
強
化
さ
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
肯

定
的
と
否
定
的

の
双
方
の
準
拠
集
団
を
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
.て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「典
型
的
な
」
ア
メ
ザ
カ
の
青
少
年

」

は
、、
自
分

の
両
親

へ
の
反
抗
と
自
分
の
年
齢
集
団
の
仲
間
と
同
じ
よ
う
に

あ
り
た

い
と

い
う
願
望
の
両
方

に
自
分
の

「反
抗
的
」
態
度
の
よ
り
ど
こ

ろ
を
求
め
て
い
る
。
あ
る
ロ
ー

マ

・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
、
そ
の
反
共
産

主
義
前
態
度
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
自
分
の
境
界
へ
の
忠
誠
と
、
共
産
主
義
団
.

体

へ
の
反
対
の
う
ち
に
求
め
て

い
る
。
(乞
Φ
≦
oo
ヨ
ダ

一Φ
α0
11
一〇
㎝◎
卜。b。
①
)
.

そ
の
集
団
が
ポ
ジ
テ
イ
ヴ
か
ネ
ガ

テ
ィ
ヴ
か
は
、
準
拠
す
る
個
人
に
よ

っ
て

5

お
わ

り
に

現
実
に
生
起
す
る
社
会
現
象
の
な
か
に
は
、
負
の
関
係
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・

ダ
不
ナ
ミ

ッ
ク
ス
を
駆
動
す
る
否
定
性
の
政
治
学
と

い
う
べ
き
事
態
が
多
く
み

〔
11

}

ら
れ
る
の
排
除
や
暴
力
な
ど
負
の
動
作
の
予
測

・
制
御
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に

埋
め
込
ま
れ
た
人
間
に
と

っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
こ
の
予
測

・
制
御
は
、

た

い
て
い
理
性
的
に
で
は
な
く
、
無
意
識
の
荷
重
動
作
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
負

の
荷
重
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
か
け
め
ぐ

っ
て
関
係
の
結
び
目
が

締
ま

っ
て
い
く
危
険
は
つ
ね
に
あ
る
。

不
在
の
第
三
者
を
め
ぐ
る
予
期
の
形
成
に
お
い
て
も
、
正
負

の
荷
重
誘
導
は



否
定
性

の
政
治
学
と
し
て
作
動
す
る
。
こ
の
場
合
、
・負
の
.関
係
が
負
の
社
会
関

係
資
本
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
「あ

い
つ
は
信
頼
で
き
な
い
」

と
」い
う
ネ
ガ
テ
イ
ヴ
な
評
判
は
、
「あ

い
つ
は
信
用
で
き
る
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
な
評
判

の
欠
如
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
負
の
評
判
は
、
積
極
的
な
負
の

効
果
を
も
つ
の
で
あ
る
。

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
で
負

の
関
係
が
軽
視
さ
れ
が
ち
な
理
由
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
検
証
の
困
難
さ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
デ
ー

.

タ
の
多
柔
は
、
関
係
の
有
無
を
問
う
も
の
で
、
、関
係
の
正
負
に
つ
い
て
は
記
録

さ
れ
て
い
な
い

(≦
器
ω興
ヨ
9口
穹

α
「
鋤
⊆
ω
ρ
一
㊤Φ倉
b。合
)。
負
の
関
係
の
デ
ー

タ
は
、
正
の
関
係
の
デ
ー
ダ
に
比
べ
て
収
集
が
難
し
い
。
負
の
関
係
を
生
き
る

人
は
そ
れ
を
隠
す
し
、
み
た
く
な

い
人
は
目
を
そ
む
け
る
。
裏
切
り
、
密
告
、

限
み
、
陰
謀
は
、
強
く
生
き
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
被
」

〔
12

)

害
者
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
」加
害
者
は
語
ろ
う
と
し
な

い
。
さ
ら
に
、

抑
圧
や
解
離
に
よ
っ
て
無
意
識
の
闇

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
.

も

っ
之
も
、
検
証
の
困
難
さ
は
、
負

の
関
係
の
考
察
を
回
避
す
べ
き
理
由
に

は
な
ら
な
い
。
検
証
の
難
し
い
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
理
論
的
に
精
密
な
議
論
を

積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

負

の
関
係
に
人
間
が
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
、
精

神
分
析
や
精
神
病
理
学
の
文

献
に
多
く
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
R

・
D

・
レ
イ
ン
は
こ
ん
な
ふ

う
に
い
う
。

彼
ら
は
、
自
分
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
も

の
に
救
い
を
求
め
て
し
が
み
つ
く
。

熱

い
鉄
板
に
手
を
触
れ
て
、
そ

の
手
を
引

っ
込
め
な
い
で
逆
に
も

っ
と
強

く
鉄
板
に
押
し

つ
け
る
ひ
と
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、

動
き
は
じ
め
た
バ
ス
に
乗
り
か
け
て
、

一
番
手
近

の
、
だ
が
、

一
番
危
険

な
対
象
物
で
あ
る
バ
ス
に

〈
本
能
的
に
〉
す
が
り

つ
く
ひ
と

の
よ
う
な
も

あ

で
あ
る
。
〈賢
明
な
V
や
り
方
は
、
手
を
離
し
て
乗
車
を
あ
き
ら
め
る
こ

と

で

あ

る

の

だ

が

ー

。

(じ
蝉
一昌
oq
鴇
一
Φ
①
一
僧

一
⑩
刈
切
鴇
.一
認

)

.サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
お

い
て
は
、
負
の
関
係
は
自
他

を
結
合
さ
せ
る
働
き
を
す
る
。
激
し
く
嫌
悪
す
る
対
象
や
侮
蔑
す
る
相
手
、
あ

る
い
は
畏
怖
す
べ
き
他
者
の
印
象
ほ
ど
強
く
刻
み
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

人
は
負
の
関
係
の
結
び
目
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
対
面
的
な
相
互
行
為
の
場
面
を

超
え
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
負
の
関
係
に
よ
っ
て
浸
潤
さ
れ
る
と
き
、
虐

殺
や
粛
清
と
い
っ
た
人
類
の
悲
劇
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
悲
劇
を
狂
気
や
邪
悪
さ

の
せ
い
に
す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
の
な
か
で
生
き
る
存
在
と
し
て
の
人
間
の

可
能
な
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
動
作
の
ひ
と
つ
の
帰
結
と
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
1注

 

(2
)

.

こ
こ

で
は

、

シ
ス

テ
ム
に
お

け
る
ネ

ガ

テ
ィ
ヴ
な

も

の
の
肯
定

的

な
作
用

(順
機
能
)
と

い
う
よ
う

な
こ
と
を

い
っ
て

い
る
の
で
は
な

い
。
結

果
的

に
ど

の
よ
う

な
機

能
を
果
た
す

の
で
あ
れ

、
ネ

ガ
テ

ィ
ヴ
な
も

の
が
積
極
的

に
作

用

(貯
琴

け
δ
こ

す

る
こ
と
を
強
調
し
た

い
の
で
あ

る
。

「

ス

コ
ッ
ト
も

ソ
シ
オ

メ
ト
リ

ー
に
お

け
る
ジ

ン
メ
ル
の
影
響

は
認
め

て

い
る

が
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析

の
学
説
史

上
の
位

置
づ
け
と

し
て
は
間
接
的
な
も

の
に
と
ど
ま

っ
て

い
る
。
ま
た
、

コ
ー
ザ

ー
の
指
摘

に
よ

る
と

、
K

・
レ
ヴ
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イ
ン
の
弟
子
た
ち

の
グ

ル
ー
プ

・
ダ

イ
ナ
ミ

ッ
ク

ス
研
究

で
は
、
闘
争

を
社

会
化

の
形
式
と

み
る
ジ

ン
メ
ル
の
視
点

は
し
だ

い
に
か
え
り

み
ら
れ
な
く
な

っ
た
よ
う

で
あ

る

(O
o
ω
①
さ

一Φ
㎝
O
聾
一
Φ
刈
。。
レ
◎。
-
一㊤
)
。

(3
)

く

の
込

み
変
換

・
く
ゆ
出

し
変

換

は
、

P

・
L

・
バ

ー
ガ
ー

の

い
う
内

在

化

・.外

在
化
、
あ

る

い
は
、

R

・
D

・
レ
イ

ン
の
い
う
摂
り

入
れ

・
投
影

と

ほ
ぼ
対
応
す

る

(bU
Φ
晨
Φ
お

一り
O
刈
11
一㊤
刈
り
…
ピ
o
ぎ
oQ
し
Φ
謡

11
一
り
お
)
。
し
か
し
、

内
部

と
外
部
と

い
う

二
階
層

の
区
別
を
前

提
と
す
る

こ
れ
ら

の
用
語

は
、
三

階
層
間

の
変
換
動
作
を
記
述
す
る

の
に
適
さ
な

い
。

(4
)
.
限

ら
れ
た
情
報
処

理
能

力

に
よ

っ
て
時

空
間

の
な
か

で
先

の
予
測
を

し
な
が

ら
行

動
七

て

い
く

た
め

仁
は
、
.環
境

か
ら
入
力
さ
れ

る
膨
大

な
情
報

の
な
か

か
ら
主
体

に
と

っ
て
重

要
な
も

の
を

選
択
す
る
必
要
が
あ

る
。
情
動

的
な
正

負

の
価

値
付
与

に
よ
.る
予
期

の
形
成

(荷
重

の
備
給
∀

は
、

こ
の
認

知
と
記

憶

の
過
程
に
作
用

す
る
。
報
酬
性
と
嫌
悪

性

の
判
断

が
、
情
報
選
択

を
促
進

す

る
の
で
あ

る

(小
野

・
西
条

b。
O
O
ど
Q。
刈
)。

(5
)

欲

動
と
本

能
は
ま

っ
た
く

べ

つ
の
概
念

で
あ

る
。

フ

ロ
イ
ト
の

↓
二
①
び
を

「本
能
」
と
訳
す
と
誤
解
を
招
く
。

J

・
ラ
カ
ン
は
、

フ
ロ
イ
ト

の
著
作
の
英

語
版

が
、
↓
ユ
oσ
.を
5
ω
二
口
9

と
訳
し

て
し
ま

っ
て

い
る
た

め
に
、
ひ
ど
ぐ

不
都

合
な
事
態

に
陥

っ
て
い
る
と
指

摘
す

る
。
ラ
カ

ン
に
よ
る
と
、
日
二
①
σ

と

は

「
み
な
ざ

ん
が
た

の
尻
を
後

ろ
か
ら
突

っ
つ
く
も

の
で
あ

っ
て
、

い
わ

ゆ
る
本
能
と
は
何

の
関
係
も
な

い
の
で
す
」

(い
p
8
P

一
〇
お

11
N
O
O
ρ
①
㎝
)。

(6
)

コ
㍉ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
に
お

い
て
交
換

さ
れ
る

の
は
、

メ

ッ
セ
ー
ジ

の
意
味

内
容
だ

け

で
は
な

い
。

メ

ッ
セ
ー
ジ

の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
支
え

る
荷
重

は
、
雰

囲
気

や
影

響
力

の
よ
う

な
も

の
と
し

て
、

し
ば

し
ば

メ
タ

・
.メ

ッ
セ
レ
ジ
の

チ

ャ
ン
ネ

ル
を
通

じ
て
伝

達
さ
れ
る
。
木
村

洋
二
と
増

田
の
ぞ

み
は

、
F

・

ソ
シ

ュ
ー

ル
、

M

・
パ

フ
チ

ン
、

G

・
ベ
イ
ト

ソ
ン
、

J

・
ク
リ
ス
テ
ィ
ヴ

ァ
ら

の
言
語
記
号
論
と

の
関
連

で
荷
重
概
念

に

つ
い
て
整
理

し
て

い
る

(木

村

隻
増
田

N
O
O
尸
曽

O
歯
お
)
。

(7
V

図

2
に
は
、
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

転
レ
ベ
ル
と

サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
し
か
示

082

し

て
い
な

い
が
、
他
者

の
サ
ブ

ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル

へ
の
洞
察

に
よ

っ
て
可

能
と
な
る

メ
タ

・
レ
ベ
ル
も
あ

る
。

メ
ダ

・
レ
ベ
ル
は
(
吹
き
だ

し
内
部

の

ド
ラ
イ

ア

ッ
ド
そ
れ
ぞ

れ
に
、
も
う
ひ
ど

つ
吹
き

だ
し
を

つ
け

る
か
た
ち

で

表
現
で
き
る
。
.単
な

る
有
向

グ
ラ

フ
で
は
、
サ

ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
と
オ

ブ
ジ

ェ
ク
ド

・
レ
ベ
ル
の
区
別
は
図
示

で
き
な

い
。
三
項
関
係

に
お
け
る
自

己
と
他
者

の
関
係
は
矢
印

に
よ

っ
て
表
現

で
き

る
が
、
他
者
と
他
者

と

の
関

係
に

つ
い
て
の
予
期
は
.
階
層
モ
デ
ル
で
な

い
と
表
現
し
に
く

い
。

(8
)

た
と
え
ば
、
三
項

関
係

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
ダ

イ
ナ
ミ

ッ
ク

ス
を
扱

っ
た

モ

デ

ル
と

し
で

、

J

・
E

・
ハ
ン
タ
ー

の
動

態
的

ソ
シ
オ

メ
ト

リ
ー
が
あ

る

(国
¢
茸
Φ
さ

一
⑩
刈
◎。
)
。

ハ
ン
タ
ー

の
モ
デ

ル
で
は
、

メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ

の
固
定

さ
れ
た
小
集

団

に
お

い
て
個

々
人
は
他

の
成

員

に
好

悪

の
感
情

を
も

つ
が
、

そ

の
関
係
は
、
集
団
内

の
第

三
者
と

の
関
係

に
よ

っ
で
時
間
経
過
と

と
も

に

変
化
す
る
と
仮
定
さ
れ

る
。
成

員
i

の
ー
に
対
す

る
好

悪

の
変
化
量

は
、
k

に
対
す
る
ー
と

ー
の
態
度

お
よ
び
k

の
ー
と

ー

へ
の
態

度
す

べ
て
の
好

悪

の

量
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

(9
)

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
反
対
効
果

の
他

の
例
と
し

て
、
親

が
反
対
す
れ
ば
す

る
ほ
ど

子
は
カ

ル
ト

へ
の
信
仰

に
の
め
り
込
む
と

い

っ
た
状

況
や
、
教
師
が

頭
ご
な

し
に
叱
り

つ
け

る
こ
と

で
か
え

っ
て
イ
ジ

メ
が
深
刻
化

す
る
と

い
っ
た
状
況

が
考
え
ら
れ

る

(木
村

.・
渡
邊

b。
O
O
一
…木
村

・
松
尾

・
渡
邊

N
O
O
一)
。

、(10
)

構
築
主
義
的
な
問
題
関
心

は
、
サ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

..・
レ
ベ

ル
に
構
成

さ
れ
る
関

係

モ
デ

ル
の
項
と

し
て
何

が
選

択
さ
れ
る
か

(何

が
選
択
か
ら

排
除
さ
れ
る

か
)
と

い
う
点

に
か
か

わ
る
。
項

の
選
択
は
、

ト
リ
オ

ン
動
作

の
可
能
態
と

現
実
態

の
接
続

に
先
行
す

る
。

も
ち
ろ

ん
こ
の
選
択
も
独
立

し
て
な
さ
れ

る

「
の
で
は
な
く
、
他
者
と
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
帰
属
し
て

い
る
。

(11
)

詐
欺

や

ペ
テ
ン
、
誤

解

、
す
れ

違

い
と

い

っ
た

こ
と
を

執
拗

に
記
述
す

る

E

・
ゴ

フ
マ
ン
分

『
フ
レ
ー
ム
分
析
』

は
、
否
定
性

の
政
治
学
を
生
き

生
き



と
描

い
て

い
る

(O
o
諏
ヨ
四
P

一
㊤
謹

)
。
ど
く
に
ゴ

フ
7
ン
は
、
サ
ブ
ジ

ェ
ク

ト

・
レ

ベ
ル
と

オ
.ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
レ
ベ
ル
の
リ

ア
リ

テ
ィ
の
.ギ

ャ

ッ
プ

や
ズ

レ
を
利

用
し

て
お

こ
な
わ
れ
る
負

の
荷
重
動

作
に
注
目
し

て

い
る
。

フ
ァ
ブ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン
や
フ
レ
ー
ム

・
ト

ラ

ッ
プ

は
、

秩
序
化

に
よ

つ
て
回
避

さ
れ

る

べ
き

サ

ス
ク

で
は
な
く

て
、
オ

ブ
ジ

ェ
ク
ト

.・
レ

ベ
ル
の
秩
序
化
を
前
提

に
行
為
が
く
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
内
在
す

る
リ
ス
ク
と

い
え
る
。

一

(12

)
.
し
か
し

、
語
る

こ
と

の
不
可
能
性
ど
可
能
性

の

つ
な
が
り
を
断
ち
切

る
べ
き

で
は

な

い
。

ア

ウ
シ

ュ
ビ

ッ
ツ
の
体
験

に

つ
.い
て
、
G

・
ア
ガ

ン

ベ
ン
は

、

ほ

ん
と
う

の
証
人
は
証

言
し
よ
う

に
も
証
言

で
き

な
か

っ
た
者

で
あ

る
と

い
.

う
証
言

の
不

可
能
性
を

問
題
化

七

て
い
る
。
人
間
ど
非
-人
間
の
同

一
.性

は
完

全

で
は

な
く
、
証
人
と

は
人
間
的
な
も

の
の
破
壊

の
後

に
残
る
な

に
か

の
.こ

・
と

で
あ
る

(〉
αq
9
ヨ
σ
㊦
P

一
⑩
り
c。
11
N
O
O
ど

一
Q。
b。
)
。

ア
ガ

ン
ベ
.ン
は
、.
「証
人

の
.

権
威
は
、

語
る
こ
と
が

で
き

な

い
と

い
う

こ
と

の
名

に
お

い
て
の
み
語

る
こ

・

と

忙
あ

り

、

づ

ま

り

は

主

体

で

あ

る

こ
と

に

あ

6

」

(
〉
σq
9。
ヨ
σ
Φ
P

一
㊤
O
◎。
H
b。
O
O
一
"
N
一
ω
)
と

い
う
。
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    The Function of Negative Relationship in Social Networks 

                          WATANABE Futoshi 

        The aim of this paper is to examine the function of negative relationship in social networks. Social 

     networks include not only trust and affection, but also negative elements such as distrust, hatred and 

      suspicion. Most social network analyses have originated from Radcliffe-Brown's structural-functional 

     anthropology and gestalt theory on cognitive psychology combined with the studies of sociometry. 

     These structural analysis approaches are prone to overlook the function of negative relationship. 

        On the contrary, some sociologists such as Georg Simmel and Norbert Elias emphasized the 

     function of negative relationship to connect individuals. Grounded on this theoretical framework, 

     "socion theory" tries to construct a network model installing the idea of negative relationship. 

        The concept of socion denotes individuals, groups and organizations as social agents embedded in 

      social communication networks. The triad model of socion, or "trion model" developed Fritz Heider's 
     balance theory. According to trion model, it is assumed that the stabilized patterns of triad consist of 

     three positive relations or two negative relations and one positive relation. The stabilized system of 

     triad operates self-amplifying mechanisms strengthening the oriented relationship. Furthermore, 

     socion model theoretically distinguish the level of realities. The object-level of reality involves material 

     objects and physical actions. The subject-level of reality involves representations and feelings. The 

     meta-level of reality involves language and thinking. Introducing the concept of stratification of reality, 

     we could discuss the social network dynamics more exactly. 

    Key Words 

     network, negative relationship, balance theory, triad, socion 
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